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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月7日(2011.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外側シェル布帛と、
　水分バリヤーと、
　熱ライナーと
を含み、前記熱ライナーが、熱可塑性結合剤によって圧縮状態に保たれている耐熱性捲縮
繊維で作られた少なくとも１種の熱膨張性耐燃性布帛を含み、前記熱ライナーが熱または
炎にさらされた時に、前記ライナーはその厚さが少なくとも３倍に増大する、熱ライナー
を有する防護服。
【請求項２】
　前記耐熱性繊維がパラアラミド繊維を含む、請求項１に記載の防護服。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　　　　　　　　　　　　　　表２
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　次に、本発明の態様を示す。
1.　外側シェル布帛と、
　水分バリヤーと、
　熱ライナーと
を含む熱バリヤーを有する複合布帛系であって、前記熱ライナーが、熱可塑性結合剤によ
って圧縮状態に保たれている耐熱性捲縮繊維で作られた少なくとも１種の熱膨張性耐燃性
布帛を含み、前記熱ライナーを熱または炎にさらした時に前記ライナーはその厚さが少な
くとも３倍に増大する、複合布帛系。
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2.　前記熱ライナーが、熱または炎にさらされた時にその厚さが少なくとも３倍に増大し
ない少なくとも１種の非膨張性耐燃性布帛をさらに含む、上記１に記載の複合布帛系。
3.　前記布帛が機械的に取り付けられる、上記２に記載の複合布帛系。
4.　少なくとも１種の耐燃性布帛が、前記圧縮繊維を少なくとも一方の面に有する目の粗
いスクリムを含む、上記１に記載の複合布帛系。
5.　前記耐熱性繊維がパラアラミド繊維を含む、上記１に記載の複合布帛系。
6.　外側シェル布帛と、
　水分バリヤーと、
　熱ライナーと
を含み、前記熱ライナーが、熱可塑性結合剤によって圧縮状態に保たれている耐熱性捲縮
繊維で作られた少なくとも１種の熱膨張性耐燃性布帛を含み、前記熱ライナーが熱または
炎にさらされた時に、前記ライナーはその厚さが少なくとも３倍に増大する、熱ライナー
を有する防護服。
7.　前記熱ライナーが、熱または炎にさらされた時にその厚さが少なくとも３倍に増大し
ない少なくとも１種の非膨張性耐燃性布帛をさらに含む、上記６に記載の防護服。
8.　前記布帛が機械的に取り付けられている、上記７に記載の防護服。
9.　少なくとも１種の耐燃性布帛が、前記圧縮繊維を少なくとも一方の面に有する目の粗
いスクリムを含む、上記６に記載の防護服。
10.　前記耐熱性繊維がパラアラミド繊維を含む、上記６に記載の防護服。
11.　外側シェル布帛と、
　水分バリヤーと、
　熱ライナーと
を含む複合布帛を物体と熱源との間に介在させることを含む、人を熱から保護する方法で
あって、前記熱ライナーが、熱可塑性結合剤によって圧縮状態に保たれている耐熱性捲縮
繊維で作られた少なくとも１種の熱膨張性耐燃性布帛を含み、前記熱ライナーが熱または
炎にさらされた時に、前記ライナーはその厚さが少なくとも３倍に増大する、人を熱から
保護する方法。
12.　前記熱ライナーが、熱または炎にさらされた時にその厚さが少なくとも３倍に増大
しない少なくとも１種の非膨張性耐燃性布帛をさらに含む、上記１１に記載の方法。
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